Program : The 4th CEReS Symposium on Enviromental Remote Sensing by 千葉大学環境リモートセンシング研究センター & Chiba University. Center for Environmental Remote Sensing
第4回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム
日時： 平成 13年12月4日（火） 9:40・17:40 (18:00 －懇親会）
場所： 千葉大学けやき会館 3F レセプションホール
プログラム
9:40・9:45 あいさつ CEReSセンター長 高村民雄
9:45 -12:00 一般研究の発表（発表時間 10分）
黄砂と火山性エアロゾルの衛星データ解析 鹿児島大学木下紀正
リモートセンシング技術の大気環境動態解析への応用 千葉県環境研究センター
鎗田功・内藤季和
多波長ライダーによるエアロゾルの類型化に関する研究 東京商船大学村山利幸
スプリットウインドウデータを用いた大陸規模での可降水量の推定
奈良女子大学 久惑誠
GMS・5の11μ,mと6.7μ,mを用いた巻雲の温度推定法の検証と巻雲の気候値作成
気象研究所井上豊志郎
FY-IIを用いた南アジア域における対流活動の日変化及び水蒸気変動の解析
気象研究所山崎信雄
農林水産リモートセンシングデータベース作成及び大容量データ転送技術に関する研究
農業環境技術研究所斎藤元也
スカイラディオメータの観測船「みらいJへの設置と運用に関する諸問題の解決に関する研究
北海道大学遠藤辰雄
ヤマセ雲の衛星リモートセンシングのための検証観測研究 東北大学浅野正二
リモートセンシングデータによる船舶海上風観測値の評価 東京商船大学岩坂直人
鹿児島湾への外洋水の流入についての研究 鹿児島大学捜井仁人
大気中に含まれる水蒸気量分布の移動速度と海上風の相関について
12:00-13:00 昼食（ポスター展示）
13:00”14:40 プロジェクト研究の発表（発表時間20分）
低分解能衛星画像データに対する大気補正の研究
大阪大学鈴木敏夫
（課題番号P2001・1) 金沢工業大学川田剛之
NOAAJGACデータを利用した雪氷域の経年変動と植生環境の相互作用の解明
（課題番号P2001・5) 気象研究所青木輝夫・堀雅裕
マングローブ林林分要素の現地調査法の開発Eー システムの試作・改良と適用試験一
（課題番号P2001・6) 琉球大学佐藤一紘
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東アジアにおける植物生育期間の年々変動が熱・水・炭素収支に及ぼす影響の解析
（課題番号P2001・3) 資源環境技術総合研究所山本晋
湿原の蒸発散量とエネルギー収支、炭素フラックスのリージョナル規模での推定手法の開発
（課題番号P2001-3) . 農業環境技術研究所宮田 明
14:40-15:10 休憩・ポスター展示
NOAA/AVHRRデ｝ータによる三宅島噴煙の検出 鹿児島大学
小山閏恵・木下紀正・飯野直子
千葉大学CEReSの研究紹介
15:10-17:40 一般研究の発表（発表時間 10分）
エネルギー積算量の違いが耕作放棄後の革本群落の種類組成、種別の量的構成とその繁殖能力に及ぼ
す影響2 千葉大学理学部大賀宣彦
干渉合成関口レーダαnSAR）による氷河・氷床マッピングのアルゴリズム開発
岐阜大学木村宏
RADARSATデータによるアジア地域の湿地域におけるバイオマス推定アルゴリズムの開発
宇宙開発事業団若林裕之
衛星マイクロ波・可視複合センサによる海氷パラメータ抽出のアルゴリズム開発
東海大学長幸平
衛星データによる森林樹冠密度推定研究 長岡技術科学大学力丸厚
ArcView 3を用いた、中国食料需給マップの作成 山梨大学尾藤章雄
分散配置されたGISデータベースの統合利用に関する研究 東京大学小口 高・近藤昭彦
熱帯泥炭地からの温室効果ガス効出に及ぼす土地利用変化の影響
千葉大学園芸学部犬伏和之
GIS及び衛星リモートセンシングを利用した環境微量汚染毒性物質の流域挙動解析モテゃル構築に関
する研究一日野川・野洲川・琵琶湖流域を対象として一 京都大学清水芳久
TRMM/PRを利用した土壌水分と植生の相互関係の定量的解析
東京大学沖大幹
モンゴルにおけるADEOSil-AMSRを中心とした衛星土壌水分観測の広域地上検証実験
広島大学開後一郎
分光反射係数測定による水稲の生育・収量の推定 広島県立農業技術センター谷本俊明
18:00・19:00 懇親会
（於環境リモートセンシング研究センター lF会議室）
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